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本
年
度
、
小
瀬
会
長
の
後
を
継
い
で

堺
浜
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
、
会
長
と

い
う
大
変
重
要
な
役
割
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
、
大
変
光
栄
と
同
時
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

一
杯
で
し
た
。
何
ぶ
ん
始
め
て
の
こ
と

で
不
安
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
役
員
の

皆
様
方
を
始
め
全
メ
ン
バ
ー
の
支
え
に

よ
り
、
上
期
は
大
過
無
く
終
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

又
、
上
期
の
大
き
な
事
業
で
は
、

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
４
０
周
年
、
記
念

例
会
及
び
記
念
事
業
で
あ
り
、
記
念

実
行
委
員
会
始
め
全
メ
ン
バ
ー
が

総
力
を
結
集
し
て
頂
き
、
す
ば
ら
し
い

チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
４
０
周
年
記
念
例
会

・
記
念
奉
仕
事
業
の
メ
ー
ン
と
し
て

堺
市
西
支
所
前
に
、
電
波
時
計
塔

の
設
置
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
会
員

増
強
に
つ
き
ま
し
て
も
、
４
名
と
い
う
多
く
の

新
入
会
員
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
基
本
で

あ
り
ま
す
出
席
率
も
、
現
例
会
迄

純
主
席
率
１
０
０
％
３
回
、
平
均
出
席
率

も
９
０
％
以
上
と
言
う
大
変
好
成
績
を

樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に

メ
ン
バ
ー
全
員
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と

厚
く
御
礼
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

前
期
も
後
僅
か
、
後
期
も
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

C.N.４０周年の記念行事を無事終えて

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

亀
谷
会
長
の
時
代
に
準
備
委
員
長
と
し
て
、

次
の
小
瀬
前
会
長
の
任
期
中
、
十
一
月
に

実
行
委
員
長
と
し
て
指
名
さ
れ
、
直
ち
に

実
行
委
員
会
構
成
表
を
作
成
の
上
、

承
認
を
頂
き
現
松
井
会
長
と
共
に
、
強
力
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
頂
き
な
が
ら
足
か
け
３
年
の

準
備
の
上
、
一
連
の
記
念
行
事
の
終
了
を

み
ま
し
た
。

任
期
中
は
私
の
脳
裡
に
は
、
終
始
一
貫
し
て
、

　

◎
堺
浜
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ら
し
い
記
念

　
　
　

行
事
に
し
た
い
（
ク
ラ
ブ
の
伝
統
を
生
か
し
て
）

　

◎
４
０
周
年
を
期
に
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
に
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

（
メ
ン
バ
ー
の
増
強
を
積
極
的
に
）

以
上
の
２
点
を
重
点
に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者

で
あ
る
実
行
副
委
員
長
（　

.

檜
垣
、　

.

村
上
、　

.

仲
西

　

.

磯
部　

.

中
西
）
に
お
願
い
し
、
所
属
す
る
委
員
長
の

ご
活
躍
を
頂
い
た
そ
の
努
力
の
結
集
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
十
分
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
過
去
の
周
年
行
事
に
は

必
ず
陰
に
陽
に
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
、

　

.

福
丸
の
活
動
に
特
別
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

過
去
の
資
料
整
備
、
諸
会
合
で
の
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
、
個
人
的
労
働
奉
仕
等
々
に
対
し
て

で
あ
り
ま
す
。
今
、
私
は
次
の
５
０
周
年
に
向
か
っ
て

力
強
く
発
展
し
て
頂
く
後
輩
の
た
め
に
、
今
回

皆
様
よ
り
頂
い
た
（
４
０
周
年
）
の
資
料
の
整
理

を
充
分
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

実行委員長　L・宮部　嘉博

会長挨拶　L・松井　道一
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実行副委員長　L・仲西　健豊

私
が
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
「
広
報
委
員
会
」

と
「
登
録
受
付
来
賓
接
待
委
員
会
」
で
す
。

各
委
員
会
の
積
極
的
な
活
動
で
、
記
念
例
会
や

祝
賀
パ
ー
チ
ィ
ー
が
予
想
以
上
に
成
功
裏
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
も
っ
と
も
「
記
念
誌
」
の
発
刊
に

関
し
て
は
、
現
在
、
写
真
の
整
理
等
で
、
多
忙
を

極
め
て
い
る
処
で
す
が
、
立
派
な
完
成
が

待
た
れ
る
処
で
あ
り
ま
す
。

接
待
委
員
会
は
、
絶
対
に
ミ
ス
の
許
さ
れ
な
い

部
署
と
こ
こ
ろ
え
、
気
を
遣
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

佐
世
保
東
ク
ラ
ブ
の
接
待
に
際
し
て
も
、
念
入
り

な
計
画
を
い
た
だ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事

帰
路
に
つ
い
て
い
た
だ
き
、
関
係
諸
氏
の

ご
支
援
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
広
報
方
で
も
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

設
置
を
多
く
の
報
道
機
関
に
伝
え
た
結
果
、

毎
日
新
聞
や
産
経
新
聞
に
写
真
入
り
で

大
き
く
扱
っ
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
外
部

　
　

に
役
立
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

各
委
員
会
の
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
約
三
週
間
派
遣
し
て
頂
い
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
は
、
と
て
も
厚
く
て
、
そ
し
て

人
々
が
と
て
も
暖
か
い
国
だ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
い
る
間
、
私
は
毎
日
観
光
地
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
近
く
に
同
じ
く　
　

生
を

受
け
入
れ
て
い
る
家
庭
が
五
つ
あ
り
、
合
計
六

家
族
で
、
色
々
と
企
画
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ど
こ
も
思
い
出
深
い
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
ヒ
ン
ド　

ー
教
の
聖
地
で
あ
る
バ
ト　

・

ケ
イ
ブ
で
あ
る
。
天
然
の
洞
窟
に
、
ヒ
ン
ド　

ー
の

神
話
を
象
っ
た
模
型
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
荘
厳

だ
っ
た
。
古
事
記
と
感
じ
の
似
た
神
話
は
日
本

文
化
を
専
攻
し
て
い
る
私
の
興
味
を
か
き
た
て
た
。

今
回
、
様
々
な
人
種
が
共
存
す
る
マ
レ
ー
シ
ア

で
過
ご
す
事
が
出
来
た
た
め
、
真
の
国
際
化
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
様
な
機
会
を
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

せ
っ
か
く
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
事
が
無
駄
に

な
ら
な
い
よ
う
、
日
々
、
意
識
を
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
、
特
に

委
員
会
の
皆
様
、
こ
の
度
は
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２００４年夏季YE派遣生　木村　由可也さん・　東野　順子さん

マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ん
だ
こ
と

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

私
は
多
く
の
貴
重
な
体
験

を
し
、
ま
た
多
様
な
価
値
観

を
持
っ
た
人
々
に
出
会
い

ま
し
た
。
三
週
間
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
「
仕
事
も

大
切
だ
が
、
家
族
も
大
切
」

と
夕
方
十
八
時
に
は
帰
宅

さ
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
、

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

が
信
条
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
、

勤
勉
且
つ
快
活
な
ホ
ス
ト

シ
ス
タ
ー
と
の
生
活
を

通
し
て
、
彼
ら
の
価
値
観

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
滞
在
中
は
、
観
光

の
他
に
も
、
伝
統
工
芸
に

挑
戦
し
た
り
、
行
政
機
関

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

職
場
・
学
校
を
訪
問
し
た
り

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
え
ま
し
た
。

私
は
特
に
、
教
育
に
関
心

が
あ
っ
た
た
め
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
学
校
と
日
本
の

学
校
の
違
い
（
時
間
帯
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
）
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
大
き
な
収
穫
で
す
。

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
体
験
、

そ
し
て
出
会
い
。
全
て
が
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様

を
は
じ
め
、
私
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に

感
謝
す
と
共
に
、
学
ん
だ

事
を
生
か
し
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

記念例会が終わり

木
村
由
可
也

東
野　

順
子

マ
レ
ー
シ
ア
に
て

Ｙ
Ｅ

ｳ

ｳ

ｳ

Ｙ
Ｅ

Ｐ
Ｒ

Ｙ
Ｅ

Ｙ
Ｅ



堺浜寺ライオンズクラブに入会して

こ
の
度
、
堺
浜
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

誕
生
四
十
周
年
記
念
に
入
会
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
幸
運
に
も
チ
ャ
ー
タ
ー

ナ
イ
ト
四
十
周
年
記
念
例
会
に
参
加

出
来
ま
し
た
事
を
大
変
喜
ば
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
皆

様
方
の
記
念
例
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
す
る
、
心
意
気
と
ご
努
力
を
新
入

会
員
と
し
て
目
の
当
り
に
し
ま
し
た

事
は
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
五
十
二
年
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
十
二
年
後
に
堺
浜
寺
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
「
開
会
ゴ
ン
グ

か
ら
ま
た
会
う
日
ま
で
」
を
九
百
七
十

回
、
変
わ
る
こ
と
な
く
運
営
さ
れ
て
き
ま

し
た
事
に
対
し
て
尊
敬
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
私
自
身
、
歴
史
あ
る

伝
統
ク
ラ
ブ
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
の
中
西
義
明
様
は
じ
め

松
井
会
長
様
、
他
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

皆
様
に
温
か
く
堺
浜
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

浜
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
四
十
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
に
入
会
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
私
自
身
四
十
才
と
い
う
節
目

の
年
に
又
、
そ
の
誕
生
日
に
入
会
さ
せ

て
頂
き
大
変
、
印
象
深
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の

方
々
の
お
名
前
と
お
顔
が
一
致
し
な
い

中
で
、
大
先
輩
方
に
気
軽
に
声
を
か
け
て

頂
き
肩
の
力
が
ス
ー 

　

と
、
と
れ
る
よ
う

な
、
新
鮮
な
気
持
ち
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
少
し
で
も
早
く
み
な
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今期新入会メンバー

◎東　  直樹　　スポンサー 　：L後藤　清次
　　　　　　　　　　昭和３７年８月２３日生
◎田畑　雅司　　スポンサー 　：L中西　義明　
　　　　　　　　　　昭和３９年９月　９日生
◎東野　和行　　スポンサー　 ：L中西　義明
　　　　　　　　　　昭和３１年６月１８日生
◎岡田　良冶　スポンサー　 ：L宮部　嘉博　
　　　　　　　　　　昭和３６年９月　６日生　
　　　　　

アクテｲビテｲ

東
野　

和
幸

田
端
　
雅
司

Ｌ
・

Ｌ
・

ﾂ

堺まつりパレード
堺まつりでアイバンクのアピール

編
集
後
記

今
期
中
に
二
回
発
行
す
る
事
を
お
約
束

し
ま
し
た
が
、
上
半
期
分
が
や
っ
と
出
来

ま
し
た
。
今
期
は
四
十
周
年
の
記
念
例
会
、

記
念
事
業
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り

ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｒ
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会
が
実
働
二
名

し
か
な
く
、
し
か
も
副
委
員
長
Ｌ
片
岡
は

地
区
委
員
と
し
て
の
出
務
が
多
く
ク
ラ
ブ
内

で
の
活
動
が
十
分
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

言
い
訳
に
な
り
ま
す
が
、
四
十
周
年
記
念

例
会
、
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
担
当

委
員
会
で
記
念
誌
の
編
集
中
で
す
の
で
、

詳
し
い
内
容
は
そ
ち
ら
に
お
ま
か
せ
し
て
、

又
原
稿
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
実
行
副

委
員
長
、
各
担
当
委
員
長
の
ご
活
躍
も

記
念
誌
の
中
で
お
汲
み
取
り
い
た
だ
け

れ
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず　

ヤ
レ
ヤ
レ
・
・
・
で
す
。

委
員
長　

津
田　

文
男



当クラブ参加小学校　浅香山小学校=９８枚

　　　　　　　錦綾小学校=９１枚　浜寺小学校３２枚

　　　　　  　八田荘小学校＝４７枚　八田荘西小学校=４７枚　

　　　　　　　平岡小学校=１２２枚　福泉小学校=２７枚

　　　　　　　福泉上小学校=１１６枚　福泉東小学校=１１枚

　　　　　　　計９校　応募数総合計６６８枚

クラブ最優秀賞

浅香山小学校　森川　直樹君

クラブ単独献血活動

アクテｲビテｲー

献血にご協力下さい！

西区域ふれあいまつり

第１７回国際平和ポスターコンテスト会場風景

記念例会風景

記念例会風景

記念アクテｲビテｲー盲導犬贈呈



趣味の部ゴルフ愛好会

今
期
第
一
回
目
の
コ
ン
ペ

八
月
六
日
泉
ヶ
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て

参
加
者
十
三
名　

優
勝　
　

滝
北

準
優
勝　
　

田
口　

第
三
位　
　

鈴
木

ベ
ス
グ
ロ
は　
　

鈴
木
七
十
九
ス
ト
ロ
ー
ク

今
期
第
二
回
目
の
コ
ン
ペ

十
月
四
日
秋
津
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て

参
加
者
十
八
名　

優
勝　
　

後
藤

準
優
勝　
　
　

後
藤　

第
三
位　
　
　

北
村

ベ
ス
グ
ロ
は　
　

北
村
八
十
一
ス
ト
ロ
ー
ク

今
期
第
三
回
目
コ
ン
ペ

十
二
月
七
日
堺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て

参
加
者
十
六
名　

優
勝　
　

鈴
木

準
優
勝　
　
　

松
井　

第
三
位　
　
　

田
口

ベ
ス
グ
ロ
は　
　

北
村
八
十
五
ス
ト
ロ
ー
ク

俳句部
松
籟
句
会
は
毎
月
第
一
日
曜
日
に
吟
行

を
各
地
に
、
第
三
木
曜
日
に
定
例
句
会
を

ラ
イ
オ
ン
ズ
事
務
局
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

吟
行
に
は
関
西
近
隣
の
名
所
旧
跡

美
術
館
等
を
訪
ね
て
句
作
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
も
俳
句
は
詠
ま
な
く
て
も

結
構
で
す
か
ら
、
私
達
と
一
緒
に
四
季

折
々
の
季
節
の
美
を
観
賞
し
花
鳥
風

詠
の
気
分
を
満
喫
し
て
明
日
の
英
気

を
養
っ
て
戴
く
べ
く
、
吟
行
の
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
誌
入
選
掲
載
句

　　　　　　　
　

　　　　
　

金剛山探索同好会

標
高
千
二
百
十
五
メ
ー
タ
ー
金
剛
山
脈

で
一
番
高
い
山
、
通
称
金
剛
山
は
不
思
議

な
魅
力
の
あ
る
山
で
す
。

そ
し
て
あ
の
富
士
山
の
次
に
登
山
者
が

多
く
、
一
日
平
均
千
人
位
登
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
こ
の
山
に
は
登
山
回
数
捺
印
の

活
動
と
し
て
金
剛
錬
成
会
が
あ
り
、
五
千
人

ぐ
ら
い
の
入
会
者
が
居
り
ま
す
。

中
に
は
年
間
三
百
回
以
上
登
る
人
が

三
百
人
位
、
三
百
五
十
回
以
上
登
る

人
が
百
人
位
居
る
そ
う
で
す
。

金
剛
山

参
加
メ
ン
バ
ー

　

村
上
、　

片
岡
夫
婦
、　

中
原
、
そ
し
て

私
、
荒
木
も
含
め
て
朝
七
時
ぐ
ら
い

か
ら
毎
日
曜
日
登
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
部
夫
婦
、　
　

村
上
も
参
加
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、　

木
谷
も

加
わ
り
沢
を
歩
い
た
り
、
尾
根
伝
い
で

登
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

山
頂
で
は
各
自
持
ち
寄
り
の
酒
肴
で
、

話
が
盛
り
上
が
り
尽
き
る
事
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
も
持
ち

登
り
、
焼
肉
、
焼
鳥
、
焼
松
茸
な
ど

す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

お誘い
金剛山の四季で、春には沢や山頂に色とりどりの

可憐な花が咲き、秋には紅葉がすばらしく、冬には

霧氷がきらきらと輝き、日頃のもやもやや、ストレスも

吹き飛んでしまいます。皆様、もう一度上って見ませんか。

現在L中原（９２０）L荒木（５７０）L村上（４１０）

L片岡（３００）LL片岡（１００）LL村上（１０）L木谷（８）

L宮部夫婦（４）回位登っています。

L

L

L

L

Ｌ

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

全員集合

楽しい日曜例会

冬
紅
葉
滝
へ
の
道
に
猿
出
で
し

森
　
澄
雄
先
生
選

平
井
真
佐
雄

三
月
号

大
和
路
の
旅
の
昼
餉
に
奈
良
茶
粥

平
井
喜
世
子

口
中
の
花
び
ら
餅
に
牛
蒡
の
香

宮
部
志
都
代

　
満
潮
に
立
て
る
淑
気
の
大
鳥
居

特
選

五
月
号

な
べ
て
艶
松
園
の
絵
を
春
燈
下

平
井
真
佐
雄

宮
部
志
都
代

四
月
号

六
月
号

寝
そ
べ
り
て
草
に
手
枕
野
に
遊
ぶ

仲
西
　
健
豊

七
月
号

特
選

木
の
国
は
山
ま
た
山
の
春
深
し

宮
部
　
嘉
博

九
月
号

千
木
か
か
で
武
神
の
宮
の
花
菖
蒲

平
井
真
佐
雄

緑
陰
に
憩
ふ
に
風
の
生
ま
れ
く
る

宮
部
志
都
代

作
夜
の
雨
名
残
る
八
橋
花
菖
蒲

仲
西
　
健
豊

十
月
号

雲
ゆ
き
て
雪
溪
指
呼
に
奥
穂
高

宮
部
　
嘉
博

祇
園
囃
子
高
ま
り
鉾
の
近
づ
き
来

村
上
　
静
子

十
一
月
号

母
と
子
の
助
け
合
ひ
つ
つ
墓
洗
ふ

平
井
喜
世
子

寝
そ
び
れ
て
夜
更
け
の
露
天
湯
天
の
川

宮
部
志
都
代

Ｌ

L
L

二
月
号


